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〔用語例〕１   

この計画では、法令に基づくものや固有名詞等は「障害」を使用し、それ以外は「障

がい」と表記しています。 

〔用語例〕２ 

この計画では、発達障害者支援法の定義にしたがって、説明において次の用語を用い

ています。  

○「発達障がい者」：発達障がいを有するために日常生活又は社会生活に制限を受け

る方 

 ○「発達障がい児」：発達障がい者のうち 18歳未満の方 

 ○「発達支援」：発達障がい者に対し、その心理機能の適正な発達を支援し、及び円

滑な社会生活を促進するため行う発達障がいの特性に対応した医療

的、福祉的及び教育的援助をいいます。 

〔用語例〕３   

この計画では「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」につ

いては、「障害者総合支援法」と表記しています。  
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